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下関から

カップルで

熊毛から家族を

説得して

ソロキャンプ

周南市から
会社の仲間と

楽しさ一杯！

冬の大原湖キャンプ場
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特産
品グ
ルメ
紹介

出雲合橋橋梁補強工事見学会

～夏休みの思い出がつまる橋脚～

1週間遅れの

節分大会

～ドッジボールで鬼退治～

大原湖のキャンプ場は、厳冬
の中でも賑わっていました。
朝食中のキャンパーたちに突
撃インタビュー！「いや、初
めての冬キャンプでしたが、
とても気持ちいいです。」「仕
事の疲れを癒やせたよ～。」「妻
や子供に他の日はサービスす
るから、月 1回だけお願い。」
湖は雪解けの水が澄んでい
て、とても神秘的でした。寒
いの苦手なんですが、うらや
ましくもありました。
（取材：徳地づくり達人塾、

池田特派員）

12 月 25 日、出雲合橋橋梁補強工
事の現場見学会に参加しました。総
合支所で、防府土木建築事務所の担
当者から山口県の橋梁の現状及び工
事の説明、施工会社の井原組から工
法の説明等を聞きました。　
次に、施工現場で実際の施工中の
内部を見学。橋を見上げながら小学
生の頃、橋脚の間を泳いでいたこと
を思い出しました。工事は、予算が
確保され次第、次のステージに継続
されるそうです。

（取材：池田特派員）

2月 9日、中央小学校の体育館に突
然集められた6年生。待っていたのは、
たくさんの鬼たち。「キャ～ッ！」ト
イレに逃げ込む数人の女子児童。
サプライズで仕掛けたのは、徳地
商工会青年部の皆さん。多くの行事
が中止された 6 年生を元気づけよう

と、秋田のなまはげ
からヒントを得て、
豆まきならぬドッジ
ボールで対戦。小学
生の元気に青年部の
大人は完全に降参で
した。
（取材：池田特派員）

魅力の冬キャンプ場
～県下 3本の指に入るぞ！～

佐波川の流れがキラキラ輝く、卒業や入
学シーズン。お祝いに紅白まんじゅうを頂
くことも多いですね。また、仏壇や葬儀の
お供えに使いますね。

和菓子
あれもこれも食べた～い

春を添えて、
ちょっぴりおしゃれな私の時間

【生産者情報】なかや菓子店：〈あんこの秘密〉 煮込んだ豆を裏ごした後、水に浸し不純物を取り除く作業を繰
り返し丁寧に仕上げます。/蓬莱堂：蒸し、焼きまんじゅうに大福など、12～ 13種類取り揃えています。

「温泉まんじゅう」。しっと

りなめらかな白餡がたま

りません。【チョコレート】

や【栗】など、季節限定

品もお目見えします。

「焼きまんじゅう」

に「蒸しまんじゅ

う」、「いちご大福」

に「さくら餅」。

いなか屋特製
「大豆せんべい」
薄く焼き上げた
塩味が後をひく
美味しさ。
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■
直
営
施
工
へ
の
こ
だ
わ
り

現
在
、
出
雲
合
橋
の
橋
梁
補
強

工
事
中
の
井
原
組
を
訪
ね
、
企
業

経
営
の
考
え
方
や
そ
の
思
い
を
代

表
取
締
役
社
長
の
井
原
昌
二
さ
ん

か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。

創
業
60
年
以
上
、
社
員
数
25
名

の
地
元
企
業
で
す
。
建
設
工
事
と

い
う
と
ゼ
ネ
コ
ン
の
下
、
実
際
に

は
多
く
の
会
社
が
現
場
の
工
事
を

行
う
元
受
管
理
と
下
請
け
施
工
と

い
う
産
業
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、そ
ん
な
時
代
で
も
、

あ
え
て
自
分
た
ち
で
仕
事
を
受
注

し
、
自
分
た
ち
で
計
画
し
考
え
、

自
分
た
ち
で
も
の
を
つ
く
る
こ
と

に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

■
働
き
方
改
革
へ
取
り
組
む

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

働
き
方
改
革
で
す
。
平
均
年
齢

が
46
歳
と
建
設
業
の
中
で
は
比

較
的
若
い
人
が
多
く
、
週
休
2

日
、
I
C
T
機
器
導
入
、
社
内

P
C
も
全
社
員
に
配
布
し
て
い

ま
す
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
進
め
、

会
議
で
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
１
月
に
は

防
府
高
校
佐
波
分
校
の
２
年
生

に
も
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

危
険
な
現
場
を
避
け
る
意
味
で

も
、
遠
隔
臨
場
や
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
現
場
見
学
会
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
山
口
農
高
で
の
職
場
説
明

会
で
も
実
際
の
工
事
現
場
と
教
室

を
リ
モ
ー
ト
で
繋
い
で
行
い
ま
し

た
。

■（
公
共
）
投
資
は
魅
力
的
な

地
域
に

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
工
事
を
長
く

や
り
続
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
若
い
人
が
長
く
働
く

こ
と
が
出
来
る
、
成
長
し
存
在
感

を
発
揮
で
き
る
企
業
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
魅
力
的
な
地
域

で
な
け
れ
ば
（
公
共
）
投
資
は
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
思
い
か

ら
、
地
域
の
魅
力
向
上
に
住
民
パ

ワ
ー
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

出
雲
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
佐
波
川
を
菜
の
花
で

彩
る
「
イ
エ
ロ
ー
Ｐ
Ｊ
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。年
末
年
始
に
は
、

工
事
現
場
や
徳
地
の
ま
ち
じ
ゅ
う

を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
る

「
と
く
ぢ
行
っ
て
美
夜
2
0
2
0
」

に
も
全
面
的
に
協
力
し
、
大
き
な

力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

（
取
材
：
池
田
特
派
員
）

魅力的な地域に
こそ！

株式会社 井原組株式会社 井原組

◆
山
頭
火
が
徳
地
に
や
っ
て
来
た
！

は
〜
90
年
近
く
も
み
ゃ
〜
の
話
じ
ゃ
が
の
〜
。
ぶ
ち
有
名
な
俳
句

〜
作
る
人
が
徳
地
に
来
て
2
泊
も
し
た
ん
て
〜
や
。
お
み
ゃ
〜
知
っ

ち
ょ
っ
た
か
。山
頭
火
ち
ゅ
〜
ん
ぞ
。知
っ
ち
ょ
け
〜
よ
。ぼ
う
ず
！

◆
山
頭
火
の
日
記
か
ら

昭
和
8
年
（
1
9
3
3
）
7
月
29
日
、
宮
野
仁
保
か
ら

ま
つ
が
ら

松
柄 

と
う
げ峠

を
登
り
、
佐
波
川
沿
い
に
花
や

せ
み蝉
、
鳥
、

か

じ

か

河
鹿
、
水
音
を
見
聞
き

し
な
が
ら

ぎ
ょ
う
こ
つ

行
乞
し
、
小
古
祖
の
河
野
屋
と
い
う
木
賃
宿
に
泊
ま
る
。

『
山
の
青
さ
へ 

つ
く
り
ざ
か
や
の
店 

閉
め
て
あ
る
』

翌
30
日
、
堀
、
島
地
で
行
乞
、
花
尾
八
幡
宮
社
殿
で
昼
休
み
。『
ふ

る
さ
と
の 

水
を
の
み 

水
を
あ
び
』
そ
し
て
、
岸
見
の
飯
田
屋
に
泊

ま
っ
た
。

◆
庭
の

つ
き
や
ま

築
山
に
建
つ
句
碑

堀
の

せ
き関

ち
ゅ
う
と
こ
の
家
の
庭
に
そ
の
句
碑
が
あ
る
ん
じ
ゃ
げ

な
。
建
て
た
ん
は
益
田

て

い

じ

悌
二
先
生
ち
ゅ
う
て
、
大
正
6
年
生
ま
れ

ち
ゅ
う
か
ら
生
き
ち
ょ
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
1
0
4
歳
に
な
っ
て
ん
か

い
の
ぉ
。
山
頭
火
が
福
岡
の

だ

ざ

い

ふ

太
宰
府
を
旅
し
て
い
た
時
に
作
っ
た

句
ぞ
〜
。『
う
し
ろ
姿
の 

し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
』
な
ん
か
悲
し
く
痛
々

し
そ
う
じ
ゃ
が
先
生
は
好
き
じ
ゃ
っ
た
ん
じ
ゃ
ろ
の
〜
。

（
参
照：

「
あ
る
く
山
頭
火
」
益
田
悌
二
著
）

（
執
筆：

池
田
特
派
員
）

徳地の
さんとうか

山頭火

すっかりきれいに
なっていた

益田さん宅の句碑

本社社屋前に勢揃い

山口農高でもリモート現場説明会
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令和３年山口市成人式の延期後の開催について
◎日　時　５月４日 (火・祝 )
 【徳地地域】　第2部
 14時～受付　15時～記念式典
◎場　所 山口市民会館
 （山口市中央二丁目５－１）
◎対象者 平成12年４月２日～平成13年４月１日に生まれた方
◎案内状　
新成人の皆さんには、3月初旬に案内状をお送りしており
ます。
本市に住民登録のない方は、下記情報を添えて社会教育
課までメールをお送りください。
延期前の式典参加として既に案内状の送付希望をされた
方には延期後の式典についても案内状をお送りします。　
　　
　（Eメール）　s-kyoiku@city.yamaguchi.lg.jp
　＊メールタイトル「令和３年山口市成人式案内状送付希望」
　＊連絡事項
　（１）氏名 （２）フリガナ 
　（３）案内状の送付を希望する郵便番号・住所
　（４）連絡先となる電話番号
　（５）世帯主氏名（山口市内の実家に送付を希望される場合のみ）
　（６）参加を希望する式典（第1部もしくは第2部）

◎事前参加申し込み　
案内状が届きましたら、必ず式典への事前参加申し込み
の手続きをお願いします。
延期前にお申込みいただいた方も、改めてお手続きが必
要です。
式典への事前申込の方法については、案内状を御参照く
ださい。

◎送迎バス
　４月９日（金）までに社会教育課まで電話にてお申込み
ください。
　（片道での利用可）
　【徳地地域】
　・出発・到着場所 徳地山村開発センター
　・往路  １３時１５分
　・復路（市民会館出発時刻） １６時
　
◎その他
・介助等の配慮が必要な方はご相談ください。

問合せ先　社会教育課　☎０８３－９３４－２８６５

宮崎から背番号１３に想いを込めて宮崎から背番号１３に想いを込めて徳地中央サッカー
スポーツ少年団発
徳地中央サッカー
スポーツ少年団発

いつも応援ありがとう
ございます。テゲバジャー
ロ宮崎　石田皓大です。
大学を卒業後、入団３年
目を迎えます。２月に新
しいスタジアムが完成し
た宮崎県新富町は、徳地
に劣らず自然が豊かで、
癒される風景が広がって

います。ピッチ内外にわたりたくさんのことを学ぶ事ができ
ており、ここへ来て良かったと思っています。
入団１年目は、あっという間に過ぎました。昇格を逃し、
チームにも様々な困難がありましたが、自分自身が常に
100%でトレーニングすることが、チームへの貢献だと思っ
ていました。
学生時代との一番のちがいは、サポーターの存在です。毎
試合、お金を払って観に来てくれ、熱くチームを応援頂いて
います。また、結果を出さないと、試合出場はおろか、契約
すらも難しい世界の厳しさを知りました。
入団２年目となる昨年は、コロナの影響もあり試合数が半
分になりました。自分自身も、開幕前に膝を怪我してしまい、
コンディションを上げていくことが出来ませんでした。試合

出場も限られ、今までの人生の中で1番の挫折でした。 
２年間を通じて成長した部分は、技術とメンタルの部分で
す。 僕はメンタルの部分が 1 番重要だと感じていて、ピッチ
の中では、先輩後輩関係なく、思っていることを伝えています。
そして、どんな状況であろうと前を向いてやり続けて行くこ
とこそが、なにより大切だと思っています。
昨年、チームはJFL２位となり、昇格を決定、今シーズンから、
Jリーグでの戦いが始まります。新監督も就任し、プレシーズ
ンマッチでは僕も得点を挙げました。背番号は１３番、中学
生のときから着けていて、もはや１３番でないと落ち着きま
せん（笑）。
今は、３月１４日の開幕に向けて、サッカーをしたい気持
ちは高まっています。とうとう夢の J リーガー…と言えばそ
うかもしれませんが、僕自身は、ようやくスタートラインに
立ったばかりと思っています。　　　
昨年の悔しさや応援してくれる皆様への感謝を忘れず、1 日
1 日トレーニングを重ね、チームとしても個人としても飛躍
の年にします。ぜひ応援をよろしくお願いします。 
J リーグの試合は、DAZN でも観られます。徳地出身の背番
号１３を探してみてください！

（投稿：テゲバジャーロ宮崎　石田皓大）

今年からJ3に昇格する
テゲバジャーロ宮崎でプレーする

石田皓大選手（２４歳）

テゲバジャーロ宮崎
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すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２

のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３

◆◇図書館だより◇◆ ☎５２－００４３☎５２－００４３

上記の行事につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、中止又は延期となる可能性があります。詳しくは
上記各行事の問合せ先にご確認ください。

休日・夜間診療のご案内（防府市内）

3 月・4月の開設日
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

25
26
27
28
29

30
31
1
2
3

4
5
6
7
8

9
10
11
12
13

14

　
　
　

【夜間救急病院】( 平日、休日にかかわらず）

＊山口市内は市広報に掲載しています。どちらも利用できます。
【内科・小児科】（受付 8:30 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【歯科】（受付 8:30 ～ 11:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【外科】当番医療機関 ( 診療 9:00 ～ 17:00）
3月２０日（土）
２１日（日）
２８日（日）

4月　４日（日）
１１日（日）

防府胃腸病院（駅南町） ☎22-3339
桑陽病院（車塚町） ☎23-1781
山縣医院（田島） ☎22-0246
秋本医院（石が口） ☎22-5152
うちみち脳神経ｸﾘﾆｯｸ（石が口） ☎27-5880

図書館
休館日

3月／２０・２２・２５・２９
4月／５・１２

３月１８日（木）「くつ」のおはなし　
　　１９日（金）たんじょう会
４月　６日（火）すくすくスタート

３月１７日（水）　みんなであそぼう

【新しく入った資料】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎文学 母影／尾崎 世界観  
◎一般書 妻がマルチ商法にハマって家庭崩壊した僕の話。 ／ズュータン
◎実用書 太らないスープ弁当&夜遅スープ103レシピ／主婦の友社
◎ティーンズ ウィズ・ユー／濱野 京子  
◎物語・児童書 大注目！写真とイラストでわかる大正時代をのぞいてみよう
◎絵本 おそうじロボットのキュキュ／こもり まこと

【企画展示】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎今月のテーマ 平成のベストセラー
◎絵本 春をさがして
◎一般 いい言葉
◎児童・ティーンズ 言葉 

【お知らせ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

雑誌の譲渡

4/13（火）～ 4/18（日）の間、
2017 年 7月～ 9月までの雑誌を譲渡いたします。
期間内おひとり様 15冊までです。
利用カード（お持ちでない方は、本人確認できるもの）
を持参の上ご来館ください。

　　

　　☆川　 友貴くん【出雲地区】

☆年齢：１才４ヶ月（写真撮影時）

☆性別：男の子

お兄ちゃんの真似っこが大好きです

かわさき  ともき

4月からの新コーナーを紹介します4月からの新コーナーを紹介します

古民家のお客様 ふるさとへの軌跡

とくぢの拠点ができるまで

～もう一つの明治維新～
長州の傑僧・島地黙雷の足跡、

著者：冨永和信さん

新しくできる徳地地域複合型
拠点の建設風景をお届けします

古民家にはるばる訪れる
外国からのお客様を
紹介します。

何を思い何をしに徳地に
やってくるのか。外国人
から見た徳地の魅力を
お楽しみください。
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28

8

14

憩いステーションとくぢ（徳地保健センター）

認知症家族会（やすらぎの会）

出雲地区ラジオ体操・ウォーキング

健康相談　栄養相談併設（徳地保健センター）

育児相談　栄養相談併設（徳地保健センター）

（問）地域活動支援センターやまぐち　☎０８３－９８６－２８３２

（問）基幹型地域包括支援センター徳地分室　☎５２－０６７０

（問）出雲地域づくり協議会　 　☎５２－０２１７

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

火

水

日

木

水

（3 月 15 日～4 月 14 日）

3

4
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●白石山穴観音

佐
波
川

←山口市仁保

白石口バス停

489

引谷川

コロナ禍により、社会が大きくうねる中、
基地活動を通じて、自然と人、人と人とのつ
ながりの大切さを再認識した一年でした。
共に森を歩き、明日の活力を得て戻られた
人との再会や、新たな出会い、次の季節を
楽しみにしながら、これからも森林セラピー
山口の旅は続きます。
「森のことこと」は今回で
終了。今後も公式 LINE な
どで情報を発信していきま
す。皆様、また森でお会い
しましょう。

■山口市指定の名勝です。
10 年前に帰郷した頃だったか、徳地町時代の昭和 33 年 11
月に名勝指定された白石山に自家製弁当片手に 10 回ほども登っ
たことがあります。引谷夏焼の登り口か
ら私の足でも楽に 40 分ほどの山頂の大
岩から望む風景は、防府市の大平山か
ら右田ヶ岳に留まらず、遠く大分の方ま
で見え・・。
■広島から移り住んだ山住坊
　白石山の山頂近くの接待岩の小さな岩穴に観音様が鎮座され
ています。白石観世音という小さな看板もありました。旧町史によ
ると芸州佐伯郡宮内の三重郎という山人夫が入道して山住坊と称
し、白石山の石窟に観音を祀ったとあります。
接待岩の辺りには清水が湧き、広い空間があります。昔は、近
在から多くの人が集まり、お詣り、お祀りをされていた写真も残っ
ています。（＊残念ながら、どこに載っていたか探

しましたが、わかりませんでした。）

■
なめら

滑の
ひぐれ

日暮の観音様
昭和 60 年と平成 3年に徳地町教育委
員会から出版された「徳地の昔ばなし」
には、山住坊が夢枕に日暮の観音様が
南の岩山の祠に行きたいと言われ、大
きな石の観音様を、白石山の接待岩の
岩穴に担いでお祀りしたとあります。
数日後、日暮の人々が盗まれたと言って、8 人がかりで観音様
を担いで山を下りました。しかし、引谷の川口

かけはな

掛鼻の所で急に重
くなり動かなくなりました。そこで、掛鼻橋のたもとに祀ることにし
ましたが、観音様の

おしょうね

御性根は白石山の岩穴に残られたそうです。

森のことこと森のことこと
〜山口市徳地森林セラピー基地〜
森のことこと

徳地の森は日本で最初の森林セラピー基地で、

年間約３,０００名が来訪しています。森林セラピー

は「健康のため森に入る、新しい森の楽しみ方」。

毎月徳地の森の魅力をご紹介します。

これからも、日々森好日

【問合せ先】
森林セラピー山口（TEL56-5234）
 

▲ ▲ ▲

ＷＥＢ「森林セラピー山口」で検索

>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。
「こんにちは赤ちゃん」への
掲載希望も大歓迎です。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。
「こんにちは赤ちゃん」への
掲載希望も大歓迎です。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。 山口市徳地引谷

（白石口バス停近くに登山道あり）

さんじゅうぼう

山住坊の伝説

山頂の大岩から望む絶景

引谷掛鼻橋の観音様

白石山「穴観音」

（取材：池田特派員）（参考：徳地町史、徳地の昔ばなし）

接待岩の奥の岩穴に
鎮座する白石観世音
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「森林セラピー山口」LINE
公式の登録用QRコード

6


